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業績予想（連結）の修正に関するお知らせ 
 
平成２０年度１２月期（平成２０年１月１日～平成２０年１２月３１日）の業績予想について、平成

２０年１０月３１日に公表しました連結業績予想を、下記の通り修正しますので、お知らせします。 
 

記 
 
１．平成２０年１２月期通期連結業績予想数値の修正（平成２０年１月１日～平成２０年１２月３１日） 

（単位：百万円、％） 
 

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 20 年 10 月 31 日発表） 1,540,000 180,000 148,000 65,000 55 円 63 銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 1,490,000 160,000 125,000 47,000 40 円 22 銭 

増     減     額（Ｂ－Ａ） ▲50,000 ▲20,000 ▲23,000 ▲18,000 － 

増      減      率 ▲3.2 ▲11.1 ▲15.5 ▲27.7 － 

前期（平成 19 年 12 月期実績） 1,681,238 197,452 187,878 69,634 59 円 35 銭 

 
２．修正の理由（連結） 

平成２０年１２月期第４四半期（平成２０年１０月１日～平成２０年１２月３１日）に入り世界的

な経済環境は一段と悪化し、国内外における住宅、自動車、家電等は予想を上回る需要の激減に直面

しており、フラットパネルディスプレイ用ガラス基板の出荷量の大幅な減少など、ＡＧＣグループ全

体の業績に更なる影響があるものと見込んでいます。 
また、急激な為替変動により、現状では、営業外費用が前回予想を更に上回る見通しです。 
以上の結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益ともに平成２０年１０月３１日に公表しま

した連結業績予想を下回る見通しです。 
 

以上

(財)財務会計基準機構会員



  

 
 
 

（補足資料） 
 
事業セグメント別業績見込み（連結） 
平成２０年１２月期通期                          （単位：億円） 

売上高 営業利益 事業 
セグメント 前回発表予想 今回発表予想 増減 前回発表予想 今回発表予想 増減 
ガラス 7,900 7,650 ▲250 280 260 ▲20

電子・ディスプ

レイ 
4,000 3,800 ▲200 1,370 1,240 ▲130

化学 3,200 3,150 ▲50 110 60 ▲50

その他 900 900 0 40 40 0

消去 ▲600 ▲600 0 0 0 0

合計 15,400 14,900 ▲500 1,800 1,600 ▲200

 
為替レート見込み 

平成２０年度通期  
前回発表予想 今回発表予想 

円／ドル 102 102 
円／ユーロ 150 150 

 


